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　本研究では、アルティメットという集団スポーツ種目を活用した授業実践を通じて、学生

の学びの特徴や授業評価をアンケート調査から明らかにすることで、大学体育においてより

良い教育実践を行う上での知見を得ることを目的とした。アンケート調査では、本授業での

学生の学びに関する自由記述による回答から文章を収集し、テキストマイニング分析を用い

てその特徴を明らかにすることを試みた。また、授業評価に関する質問項目を独自で設け、

実施した。その結果、本授業実践では、「パス（ディスクを投げる）」を中心に自らの身体を

使った体験をもとに、他者と関わりながら、状況判断や問題解決をしていく学びの特徴が明

らかになった。加えて、本授業実践は授業評価において、「バックハンドの投げ方」「フォア

ハンドの投げ方」「ディスクを受け取る動き方」に関するアルティメットの基本的な技能向

上を実感できると共に「仲間づくり」「問題解決能力」「自分の身体への意識」といった技能

以外の学びを実感できる可能性も示された。こうした知見は、大学体育において、「自らの

授業実践で何が学べるのか」といった教育内容を提示すると共に、今後、より良い授業を実

践する上で役立てることが可能となる。

Ⅰ はじめに

　日本学術会議（2010）は「21 世紀の教養と教養教育」の提言において、「大学教育におけ

る体育・健康教育は、高校までのような多面的・包括的な教育課程によって制約されるもの

ではないが、心身の健康維持や選択した種目の活動を通じての技量形成・仲間づくりに加え

て、保健体育の意義、身体の理（ことわり）と自然や生活様式などとの関係についての理解

を深めるという点でも重要である。」として保健体育の重要性を示している。これを受け、

全国大学体育連合をはじめとする体育、スポーツ、健康に関する学協会（2010）は、体育系

学術団体からの提言 2010 として「21 世紀の高等教育と保健体育・スポーツ - 活気と親しみ
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にあふれるキャンパスと社会を構築するために -」と題した要請書を提示した。その中で、「保

健体育の充実に努め、豊かな人間性をそなえた学生を育成することは大学の責務の一つであ

る」との主張がなされている。これに加え、「1 学生の健康・体力を維持・向上させ、活力

ある家庭や社会を築く能力を育成する。」「2 大学における保健体育の教育効果を再認識す

る。」「3 スポーツ権を尊重し、スポーツ文化の創造に寄与する。」「4 学位授与の方針と『学

士力』に心身の健康を位置づける。」という 4 つの具体的な要請内容も示されている。この

ことから、近年、大学体育は教養教育の枠を超えて、その意義や価値が見直されているとい

えよう。

　こうした状況を踏まえると、大学体育の意義を具現化する教育実践の重要性（松田ほか、

2012）がより一層、増してくると考える。大学体育に携わっていた佐藤（1992）は「人間的

教養の中身を明らかにした教育内容を導き出すことこそ、今、私たちに問われている」と主

張している。このことからも、大学体育を実践する教員は、自らの具体的な教育実践を通し

て、身体的な教養としての教育内容を導くことが責務といえる。

　そのため、まずは、「自らの授業実践で学生は身体を通して何を学んでいたのか」という

視点に立ち、学びの実態を把握することが出発点になるといえよう。学生の学びの実態を捉

えることは、「自らの授業で身体的な教養について何が学べるのか」という教育内容を見極

めると共に、今後、より良い教育実践を展開するための実践的な知見を得ることが可能にな

ると考えるからである。

　そこで本研究では、アルティメットという集団スポーツ種目を活用した授業実践を通じて、

授業における学生の学びの特徴や授業評価をアンケート調査から明らかにすることで、より

良い教育実践を行う上での知見を得ることを目的とした。

Ⅱ 方法

1. 対象

　授業実践は、Ａ県立大学において教養体育の実技授業（身体運動科学Ａ）を受講した 1 年

生 42 名（男子：32 名、女子：10 名）を対象に実施した。その内、4 回の実技授業全てに出

席し、かつ、研究協力の同意を得ることができた 29 名（男子：20 名、女子：9 名）を研究

対象とした。

2. 授業実践

2.1 アルティメット

　本授業実践では、フライングディスク競技のひとつであるアルティメット種目注 1）を取り

上げた。長澤（2006）は、授業教材としてアルティメットを扱う利点として、投げる技術を

習得することにより身体能力のハンデにならないことや男女混合でもゲームが成り立つこと

を挙げている。本授業は、身体能力に個人差があることや男女混合で実施されることを考慮

し、アルティメットを活用して授業を実践することにした。

2.2 実践計画

　授業実践は、2020 年 6 月から 7 月の期間において 4 回実施した（1 回の授業時間は 90 分）。

その計画を Table1 に示す。実践計画は、4 回目のゲームを楽しめるように基本的な技能を
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高めることをねらいとして構成し

た。基本的な技能には、フライング

ディスクの投げ方（以下、投げ方と

示す）とフライングディスクを受け

取る動き方（以下、動き方と示す）

を位置付けた。投げ方は、バックハ

ンドスロー注 2）（以下、バックハン

ドと示す）及びフォアハンドスロー注 3）（以下、フォアハンドと示す）の技能向上を目指した。

動き方では、味方からパスを貰う動きの技能（自ら動いてパスコースを作る動き）の向上を

目指した。また、毎授業の最後には、ふりかえりを実施した。具体的には、フライングディ

スクという用具や他者と関わった中で「自分の“からだ（心と体）”でわかったことや学ん

だこと」を想起してもらい、ワークシートに自由に記述させた。

3. アンケート調査

3.1 内容及び実施方法

　学期終了時にアンケート調査を実施した。アンケート調査は、自由記述及び授業評価の内

容で構成した。

　自由記述は、「『アルティメット』というスポーツの体験を通じて、あなたは何を学びまし

たか？」という質問に対し、これまでの授業体験を想起してもらい自由に回答させた。

　授業評価は、アルティメットの基本的な技能習得と技能習得以外に関する質問及び評価項

目を独自で設定した。その具体的な質問及び評価項目を Figure1 に示す。アルティメット

の基本的な技能習得では、「Q1. バックハンド」、「Q2. フォアハンド」、「Q3. 動き方」の技能
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向上に関する質問及び評価を行った。また、技能習得以外では、「Q4. 仲間づくり」、「Q5.

問題解決能力」、「Q6. 自分の身体への意識」に関する質問及び評価を行った。これらの 6 つ

の質問に対し、Figure1 に示したように選択肢に 1 から 5 の番号を付し、該当する番号に丸

印をつける形で回答させた。

3.2 分析方法

3.2.1 自由記述

　収集した自由記述から学生の学びの特徴を明らかにするために、テキストマイニング分析

を行なった。テキストマイニングには、KH Coder（樋口、2014）を使用した。その手続き

を Figure2 に示す。はじめに自由記述をテキストデータ化した。その後、自由記述におけ

る上位 10 語を頻出語として抽出語リスト機能を使い抽出した。また、自由記述における語

と語の共起関係について、共起ネットワーク機能を用いて共起ネットワーク図を作成した。

その際、図は、サブグラフ（modularity）を採用した。サブグラフとは、「比較的強くお互

いに結びついている部分（樋口、2018）」を示すまとまりである。その後、抽出された頻出

語と共起ネットワーク図より、頻度の多い語を含むサブグラフを選定し、KWIC コンコー

ダンス機能を用いて、原文を抽出した。これらの文章から本授業における学生の学びの特徴

を明らかにした。

3.2.2 授業評価

　アルティメットの基本的な技能習得と技能習得以外に関する各質問に対し、回答番号毎の

人数及び割合を算出した。 

4. 倫理的配慮

　授業内で学生に対し、本授業で収集したアンケート調査の結果を授業改善に役立てるとい

う研究目的や収集した文章データは個人名が特定されない形で扱い、研究目的以外では使用

しないことを口頭で説明した。その後、研究協力の同意書用紙を用いて、署名を得る形で同

意を得た。その際、授業内で実施しているため、本研究に同意しなくとも単位取得や授業評

価には全く影響しない旨を伝え、配慮を行った。
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Ⅲ 結果

1. 自由記述

1.1 頻出語の抽出

　Table2 に「『アルティメット』というスポーツの体

験を通じて、あなたは何を学びましたか？」という質

問に対する自由記述回答から抽出された上位 10 語の

頻出語を示す。最も多く出現した語は、「パス（21 回）」

であった。次いで、「学ぶ（20 回）」、「ディスク（18 回）」、

「アルティメット（18 回）」、「大切（16 回）」、「自分（14

回）」、「スポーツ（14 回）」、「思う（12 回）」、「相手（10

回）」、「投げる（10 回）」という順に語が抽出された。

1.2 語と語の共起関係

　Figure3 に「『アルティメット』というスポーツの体験を通じて、あなたは何を学びまし

たか？」という質問の自由記述回答における語と語の共起関係を示す共起ネットワーク図を

提示した。この図から主に、11 のサブグラフが抽出された。その中で最も大きいサブグラ

フは、①「パス」「味方」「相手」「コミュニケーション」などの 29 語で構成されていた。そ

の他、②「自分」「考える」「頭」など 5 語のサブグラフ、③「周り」「見る」「力」など 4 語

のサブグラフ、④「学ぶ」「大切」、⑤「ディスク」「投げる」、⑥「アルティメット」「スポー

ツ」、⑦「体」「意識」、⑧「練習」「上達」、⑨「授業」「次」、⑩「目標」「立てる」、⑪「能力」

「感じる」と 2 語で構成されるサブグラフであった。
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1.3 文章の抽出

　本授業における学びの特徴を示す文章を抽出するにあたり、頻出語の上位 3 語であった「パ

ス」「学ぶ」「ディスク」「アルティメット」に着目した。特に「パス」は、共起ネットワー

ク図において、最も多い 29 語のサブグラフに含まれている語であった。また、「学ぶ」は「大

切」、「ディスク」は「投げる」という 2 語のサブグラフを形成していた。そのため、「パス」

「学ぶ」「ディスク」という語が含まれる文章の抽出は、本授業での学びの特徴的な傾向を示

すことが可能であると判断した。なお、上位 3 つに含まれていた「アルティメット」という

語を含む文章は、「パス」「学ぶ」「ディスク」の語が含まれる文章と重複が多いことや（15

文章中 12 文章）、「アルティメットを通して」と学びに直接関係する記述として用いられて

いなかったため除外した。

1.3.1 「パス」の語を含む文章

　Table3 に「パス」の語を含む文章を示す。全部で 16 文章が抽出された。
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1.3.2 「学ぶ」の語を含む文章

　Table4 に「学ぶ」の語を含む文章を示す。全部で 19 文章が抽出された。

1.3.3 「ディスク」の語を含む文章

　Table5 に「ディスク」の語を含む文章を示す。全部で 15 文章が抽出された。
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2. 授業評価

　Table6 に授業評価の結果を示した。アルティメット競技の基本的な技能習得における Q1

の「本授業で、フライングディスクの投げ方である『バックハンド』の技能は高まりました

か？」という質問において、「1. 大いに高まった」と回答した者は 20 名（69%）、「2. 高まった」

と回答した者は 7 名（24%）であった。その他、「3. どちらでもない」及び「4. 高まらなかっ

た」と回答した者は、それぞれ 1 名（3%）であった。

　Q2 の「本授業で、フライングディスクの投げ方である『フォアハンド』の技能は高まり

ましたか？」において、「1. 大いに高まった」と回答した者は 10 名（34%）、「2. 高まった」

と回答した者は 14 名（48%）であった。その他、「3. どちらでもない」と回答した者は 4 名（7%）、

「4. 高まらなかった」と回答した者は 1 名（3%）であった。

　Q3 の「本授業で、ゲームの際『味方からフライングディスクを受け取る際の動き』の技



47

大学体育におけるアルティメットを活用した授業実践

能は高まりましたか？」において、「1. 大いに高まった」と回答した者は 10 名（34%）、「2. 高

まった」と回答した者は 17 名（59%）であった。「3. どちらでもない」と回答した者は 2 名（7%）

であった。

　また、アルティメット競技の基本的な技能習得以外における Q4 の「本授業は、他者とコ

ミュニケーションをとるなど仲間づくりに役立ちましたか？」という質問において、「1. 大

いに役立った」と回答した者は 21 名（72%）、「2. 役立った」と回答した者は 8 名（28%）で

あった。「3. どちらでもない」「4. 役立たなかった」「5. 全く役立たなかった」と回答した者

は 0 名であった。

　Q5 の「本授業を通して、『自分の“からだ（心と体）”で学んだことやわかったこと』を

言語化する学習方法は、問題解決能力を高める上で役立ちましたか？」において、「1. 大い

に役立った」と回答した者は 12 名（41%）、「2. 役立った」と回答した者は 15 名（52%）であっ

た。「3. どちらでもない」と回答した者は 2 名（7%）であった。「4. 役立たなかった」及び「5. 全

く役立たなかった」と回答した者は 0 名であった。

　Q6 の「本授業を通して、『自分の“からだ（心と体）”を意識する機会』は増えましまし

たか？」において、「1. 大いに増えた」と回答した者は 13 名（45%）、「2. 増えた」と回答し

た者は 15 名（52%）であった。「3. どちらでもない」と回答した者は、1 名（3%）であった。

「4. 増えなかった」及び「5. 全く増えなかった」と回答した者は 0 名であった。

Ⅳ 考察

1. アルティメット用いた授業実践における学びの特徴

　最も多い頻出語であった「パス」は、29 語で構成されるサブグラフに含まれていた（Table2

及び Figure3 の①）。「パス」の語を含む 16 の文章からは（Table3）、「仲間との意思疎通面

では、アルティメットは仲間との協力なしでは成り立たないスポーツであり、特にパスを受

け取るときは、受け取るサイドが動き回ってパスコースを作って受け取るため、声出しや意

思疎通はとても重要になっている。（文章 8）」「味方の位置をよく見て取りやすいところに

パスを出せるようにし、自分が受け取るときはパスコースをよく見て作るようにした。（文

章 10）」「まだ対面で授業が受けられない中、ディスクをパスするというコミュニケーショ

ンがとても役立ったように思う。（文章 11）」など「仲間」「意思疎通」「コミュニケーション」

「味方」など他者との関わりを通じた学びに関する傾向が伺えた（他、文章 2、7、9、12、

13、14、16）。その他、「まっすぐに飛ばすことが難しくパス練習から苦戦しました。（文章 1）」

「また、試合でもパスを通すためには声を出すことが不可欠でした。（文章 4）」など、パス

【 】内の数字は各質問で回答した番号を示す。
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を実践して「体験的に理解したこと」や「パスを成功させるポイント」などに関する記述も

見られた（他、文章 3、5、6、15）。このことから、本授業でのアルティメット通じて、学

習者は「パスを介して他者と関わること」や「パスを体験的に理解したこと」に関する学び

の特徴が見えてきた。

　続いて、2 番目に多い頻出語であった「学ぶ」という語に着目する（Table2）。共起ネッ

トワーク図において「学ぶ」は「大切」という語との共起関係が強い傾向を示した（Figure3

の④）。そのため、「学ぶ」という語を含む文章には、学習者が大切であると感じる学びの記

述が示されているといえよう。こうした「学ぶ」を含む 19 の文章からは（Table4）、主に「私

はアルティメットを通して、他者との協調性と自分の頭で考えることの大切さを学んだ。（文

章 3）」「学んだことは二つあり、一つは細かい技術面の向上、もう一つは仲間との意思疎通だ。

（文章 5）」「私はアルティメットを通して味方と相手の動きを察知する観察力と味方同士で

交わすコミュニケーションについて学ぶことが出来ました。（文章 18）」など「他者との協力・

協調性」「仲間との意思疎通」「コミュニケーション」に関する内容（他、文章 1、 4、9、8、

15、16）が認められた。また、その他の文章から、「また、ディスクを受け取った後は一歩

も動けなくなるため、その後どう体を使って投げる姿勢を作るかなどの工夫の仕方も実践を

重ねて学ぶことができた。（文章 6）」「私は今回の授業を通して、こういった複数の技術を

習得するために自分なりに研究する大切さを学びました。（文章 17）」など「問題や課題へ

の解決」に関する内容（他、文章 6、7、10、11、13）や「状況判断の迅速さと把握能力が

とても大切だとも改めて学ぶことができました。（文章 2）」など「状況判断」に関する内容

（他、文章 12、18、19）が認められた。これらの文章から本授業において、「パス」でも挙

げられた「他者と関わり」に加え、「問題解決」や「状況判断」に関する学びの特徴が伺えた。

　最後に、3 番目に多い頻出語の「ディスク」について（Table2）、共起ネットワークでは、

「投げる」という語との共起関係が強い傾向を示した（Figure3 の⑤）。「ディスク」の語を

含む 15 の文章からは（Table5）、「技術面では、指先のちょっとした感覚でディスクの速さ

や飛ぶ高さ、軌道まで、すべてのことをコントロールできることを学んだ。（文章 7）」「ま

た指だけでなく、腕や腰などの体全体との連動性もディスクに影響され、アルティメットで

はそういった体全体の感覚を身に着けることができた。（文章 8）」など実際にディスクと関

わってわかった「技術」「身体の動かし方」など「体験的に理解したこと」に関する内容が

中心であった（その他、文章 1、2、3、7、8、11、13）。その他、これまで示した「他者と

の関わり（文章 6、9、10、15）」「問題や課題への解決（文章 4、12）」「状況判断（文章 5、

14）」に関する内容なども見られた。こうした記述から、「（フライング）ディスク」を「投

げる」という用具との関係性から、自らの身体を使った学びの特徴が伺えた。

　以上の自由記述からアルティメットを取り上げた本授業を通じて、「『パス（ディスクを投

げる）』を中心に自らの身体を使った体験をもとに、他者と関わりながら、状況判断や問題

解決をしていく学びの特徴」が見えてきたといえよう。

　こうした本授業での学びの特徴を踏まえた上で、授業評価の結果に着目する（Table6）。

バックハンドの技能に関する質問において、「1. 大いに高まった」「2. 高まった」と肯定的

に評価した者は、27 名（93%）に上った。また、フォアハンドの技能に関する質問において、

「1. 大いに高まった」「2. 高まった」と肯定的に評価した者は、24 名（81%）に上った。さら

に、動き方の技能に関する質問において、「1. 大いに高まった」「2. 高まった」と肯定的に
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評価した者は、27 名（93%）に上った。これらの結果から、学習者にとってアルティメット

の基本的な技能が高まったと実感できる授業が実施されていたと考えられる。

　しかし、フォアハンドはバックハンドとの比較において、「1. 大いに高まった」「2. 高まっ

た」と肯定的に評価したものは 3 名（10%）減少し、「3. どちらでもない」の人数が 3 名（10%）

多い傾向を示していた。このことから、フォアハンドはバックハンドに比べ技能向上が実感

しにくい投げ方であり、今後、フォアハンドの技能向上に焦点を当てた実践を検討する必要

があるといえる。

　その一方で、技能習得以外の評価に着目すると、「仲間づくり（29 名、100%）」、「問題解

決能力（27 名、93%）」、「自分の身体への意識（28 名、97%）」に関する質問おいて、肯定的

に評価した者は、93% 以上に上った。これらの結果から、本授業は、学習者にとって「仲間

づくりの機会」「問題解決能力の向上」「自らの身体への意識する機会」を実感できる場とし

ても機能していた可能性が示唆された。

　特に「仲間づくり」の肯定的な評価が 100% であったことは、アルティメット種目のパス

を繋ぎ協力しなければ成り立たない特性が貢献したと推察する。加えて、本授業では、毎授

業の最後に「自分の“からだ（心と体）”でわかったことや学んだこと」を言語化する「ふ

りかえり」を行った。こうした「ふりかえり」について、自由記述の中に「身体運動科学

A では、授業の終わりに学んだことや分かったことを振り返る時間があった。そこで、そ

の日自分にできた所やできていなかった所を振り返り、どうすればいいか目標を立てて次の

授業に取り組んだ。これにより次の授業では、より効率的に練習することができ、早く上達

することができた。このことから、ただ我武者羅にやるのではなく目標を立てて取り組むこ

との重要性を学んだ。」という記述も確認できた。この記述から、授業で自ら学んだことを

言語化することは、課題を明確化し、解決を図る上で有用である可能性も伺えた。そのため、

今後、学んだことを言語化してふりかえる学習方法が「問題解決能力」や「自分の身体への

意識」に果たす役割についても検討を行う必要があると考える。

Ⅴ まとめ

　本研究の目的は、大学体育においてアルティメットを活用した授業実践を行い、アンケー

ト調査から授業における学生の学びの特徴と授業評価を明らかにすることであった。

　本研究で得た知見は、以下の通りである。

1） 本授業実践では、「『パス（ディスクを投げる）』を中心に自らの身体を使った体験を

もとに、他者と関わりながら、状況判断や問題解決をしていく学びの特徴」が明らか

になった。

2） 本授業実践は、「バックハンドの投げ方」「フォアハンドの投げ方」「ディスクを受け

取る動き」に関するアルティメットの基本的な技能の向上を実感できる傾向が示され

た。

3） 本授業実践は、「仲間づくりの機会」「問題解決能力の向上」「自分の身体を意識する

機会」を実感できる場としても機能している可能性が示された。

　以上の知見から、大学体育における教育実践において「自らの授業で学生は身体を通して

何を学んでいたのか」という学びの実態を把握することに繋がったと考える。特に、フライ

ングディスクを投げるというパスを介して他者との関わり方を学べるという特徴は、用具を
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操作するという身体的な教養を身につけるだけでなく、大学初年次における仲間づくりに貢

献できる教育実践が展開できるという点で価値があるといえる。

　今後は、こうしたアルティメットの特徴が、身体的な教養や仲間づくりなどを育む上で「具

体的にどう貢献しているのか」について詳細な検討を行う必要がある。加えて、アルティメッ

トだけでなく他のスポーツ種目を用いて同様の検討を行い、学びの特徴を明らかにすること

で、大学体育における教育実践をより充実させると共に、その価値を示していきたい。

注

注 1）アルティメット種目

　以下、アルティメット種目の説明文及び図について、フライングディスク指導者テキスト

（日本フライングディスク協会、2016）の p19 から抜粋して示す。

　「アルティメット（Ultimate）は、各 7 人からなる 2 チームが 100m × 37m のコートでディ

スクをパスしながら運び、エンドゾーン内でパスをキャッチすると得点（1 点）となる。球

技にはないディスクの飛行特性を使い、またスピードや持久力を必要とするところから究極

（Ultimate）という名前がつけられました。ゲームでは、Spirit of the game という紳士的

な基本理念に基づき審判を置かずに選手同士の判断によるセルフジャッジを採用しているの

も特徴といえます。」

注 2）バックハンドスロー

　以下、バックハンドスローの説明文及び図について、フライングディスク指導者テキスト

（日本フライングディスク協会、2016）の p11 から抜粋して示す。

　「身体の位置は、投げる方向に対して 45 度程度に向いて、足を肩幅くらいに開きます。そ

して、ディスクを胸の前で、手と胸の間に来るように手首を巻き込んで持ち、肩、肘、手首

の関節を順番に伸ばし、前足を相手に向けて踏み込み体重移動しながら投げます。」
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注 3）フォアハンドスロー

　以下、フォアハンドスローの説明文及び図について、フライングディスク指導者テキスト

（日本フライングディスク協会、2016）の p11-12 から抜粋して示す。

　「身体の向きは、バックハンドスローと逆に構えます。足は肩幅程度に開き、投げる方向

に対してやや斜めに立ちます。その際ディスクを持っている手と同じ方の脚の土踏まずを投

げたい方向に向けます。そこから、手首の力をぬいて中指で弾くようにディスクを投げ出し

ます。手のひらが上を向いたまま保ち、空手チョップの要領で投げ出します。投げた後は中

指が相手を指す、またはコマ回しのひもを引く要領でスローしてみましょう。」
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